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【 Abstract】
スポーツ現場で働く ト レーナー・ セラ ピス ト にと って、 脳振盪の知識は今後必須になってく るだろう 。

アス リ ート のために安心安全な環境を提供する ためには必要の知識であり 、 脳振盪を含む頭部外傷への

対応は非常に重要になる。 脳振盪は、 頭部外傷の中でも 外傷性脳損傷に分類さ れ、 なおかつ重症度と し

ては軽症にあたる。 よ って MRI や CT スキャンと いった神経画像検査では異常がみら れないが、 受傷後

には機能低下の有無を確認し 、 リ ハビリ テーショ ンを行っていかなければいけない。 昨年オラ ンダのア

ムステルダムで開催さ れた国際スポーツ脳振盪会議では、 脳振盪受傷後に症状を悪化さ せない範囲で身

体活動を開始する こ と が回復において重要である と いう 見解が出さ れた。 他の部位の傷害と 同様に、 で

きる 範囲で運動を行う こ と が低下し た機能の回復に有効である から である 。 逆に安静にし すぎている こ

と は回復を遅ら せるだけでなく 、 症状が遷延する原因になる。 よ って、 従来行われてきた「 待って様子を

みる 」「 自宅で経過観察する 」と いう 指示は最新のエビデンスから は外れたアプローチと なる。 脳神経外科

で診断を受け、 その後に適切な評価を行い、 その評価の結果を基にし て適切なリ ハビリ テーショ ンを進

める必要がある。 スポーツ現場で起こ った脳振盪をスポーツ関連脳振盪と 呼び（ 以下 SRC： Spor ts Related 
Concussion）、 受傷後の評価には SCAT（ Spor ts Concussion Assessment Tool）と 呼ばれるスポーツ脳振盪

評価ツールが国際的にも 使用さ れている。 その他にも 、 脳振盪後に起こ る可能性のある 代表的な症状で

ある 前庭機能や眼球運動機能の低下に対する評価も 重要である。 競技復帰に当たっては、 低下し た機能

を見極め、 段階的に強度を高めていく こ と で、 よ り 安全に競技に復帰する こ と ができ る 。 近年、 脳振盪

に関する 研究はよ り 注目を集め、 調査研究をはじ め、 さ まざまなエビデンスが公表さ れている。 起こ る

頻度は少ないが、 対処・ 対応が非常に重要な脳振盪。 その現状をお伝えする。
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